
事  業  報  告 

 

国内の景気は、ロシアのウクライナ侵攻、中東情勢の緊迫化による原油・エネル

ギー問題が日本の経済においても大きな影響を受けております。また、トランプ関

税と相まって、原油価格の高騰、円安、物価高など依然として厳しい状況となって

います。 

十勝については、7月に管内全 19観測地点で月平均気温が過去最高を記録するな

ど、激しい猛暑と干ばつに襲われる中において、十勝農業は 23ＪＡの農畜産物取扱

高が 2年連続で過去最高額を更新し、3,846億円を記録するなどの明るい兆しが見ら

れました。 

このような状況の中で、トラック運送業界を取り巻く環境を見ますと、人材不足

の深刻化、燃料価格の高騰、労働規制、安全対策、環境対策などの社会的規制の強

化によるコスト増など、数多くの課題を抱える厳しい状況が続いております。 

 

１．会員数と車輌数 

令和７年３月 31日現在  会員数  327社(83.6%)  車輌台数  6,780台(91.1%) 

                          非会員   64社                     660台 

  令和８年３月 31日現在  会員数  325社(82.7%)  車輌台数  6,741台(90.3%) 

                          非会員   68社                     720台 

（入会３社、退（休）会５社） 

 

２．交通事故防止対策の推進 

安全意識の高揚を図るため、関係機関の協力をいただき、交通事故死０競争の

展開、交通事故防止に係る各種研修会の開催、凍結・降雪路面シミュレータ体験

研修会や初任運転者特別指導研修会を実施するとともに文書による啓発活動と従

業員教育の徹底に努め、適切な運行管理を推進しました。 

  また、「デイ・ライト運動」「シートベルト 100％着用運動」「エコ・ドライブ走

行」に積極的に取り組み「チャレンジ・セーフティラリー北海道 2025」にも１チ

ーム５人が 482 チーム 2,410 名、１チーム３人が 164 チーム 492 名、合計 2,902

名の参加者となりました。 



３．適正化事業の推進 

輸送の安全と秩序ある輸送体制の確立を重点として、当初計画に基づき事業所

巡回訪問指導、パトロールによる啓発活動をはじめ、新規事業許可取得事業者に

対する特別指導を実施いたしました。 

また、適正化事業帯広地区連絡会議により、帯広運輸支局との情報交換及び適

正化推進等の協議を進めました。 

本年度における巡回指導件数 142事業所です。 

 

４．近代化基金融資状況 

トラック運送事業の振興を図るため、近代化・合理化の促進、輸送力の増強及

び従業員の福利厚生施設の整備などを目的として、利子補給による長期低利の融

資を全道 40億円の枠内で実施しました。 

   １）一般資金               3件  42,720千円 

   ２）ポスト新長期資金    8件  152,832千円 

 

５．環境・安全対策助成事業の取扱状況 

   １）ドライブレコーダー機器等導入促進助成 

       24社        84台     832千円 

   ２）安全装置（バックカメラ等）導入促進助成 

         30社        59台   1,694千円 

 

６．ドライバー健康診断の実施状況 

ドライバーの健康状態に起因する事故の防止を目的とした集団健診を１５日間、

７地区で実施しました。受診者数は次の通りです。 

    受診者数 2,121名 

 

７．深夜業務従事者健康診断の実施状況 

深夜業を含む業務に従事する運転者のための集団健診を実施しました。受診者

数は次の通りです。 

受診者数   713名 


